
人の観察可能な行動を５つの自我状態に分類し，その発生頻度を
棒グラフに示したものをエゴグラムといいます。講義で理解した後，
自分のエゴグラムを作成し，コミュニケーションの特徴を捉え，
これからの生活に活かしましょう。

講義と体験を通じて，身体からのストレス対処について理解を深めて
いきます。あわせて，主観的な心の変化（心理的反応）と客観的な身
体の変化（生理的反応）の重なりや違いについても実際に体験しなが
ら理解を深めましょう。


